


スマホ教室受講者
募集中！

参加
無料

対象者対象者
スマートフォンの基本的な操作やアプリの使用方法を学びたい方
※貸し出しスマートフォンを用いた講座となります。
スマートフォンの基本的な操作やアプリの使用方法を学びたい方
※貸し出しスマートフォンを用いた講座となります。

場所場所 岬町住民活動センター（岬町役場敷地内）岬町住民活動センター（岬町役場敷地内）

日程日程 ◇初めて触る！スマートフォン体験
（地図・カメラ体験・

ＬＩＮＥでの文字入力体験、送り方）
8月8日（金）、12月4日（木）

◇情報格差を解消！楽しく学べるスマホ体験
（インターネット検索・生成ＡＩで調べもの・

ＬＩＮＥの受け取り方）
10月3日（金）、1月16日（金）

◇スマホデビューからもう一歩！
（ＬＩＮＥ・スマホ決済紹介、体験）
11月6日（木）、2月10日（火）

※各講座１３：３０～１５：3０の１２０分です。

定員定員 20名（最少催行人数10名）
※申込みが募集定員を上回る場合は抽選となり
ます（先着順ではありません。）
抽選結果は、各講座の1週間前にお電話にてご連
絡いたします。



申込方法申込方法 下記問い合わせ先までお電話ください。

問合せ問合せ 岬町役場 企画地方創生担当
☎０７２－４９２－２７７５（平日９：００～１７：３０）

◇初めて触る！スマートフォン体験
8月8日（金）分は、7月25日（金）まで
12月4日（木）分は、11月20日（木）まで

◇情報格差を解消！楽しく学べるスマホ体験
10月3日（金）分は、9月19日（金）まで
1月16日（金）分は、12月26日（金）まで

◇スマホデビューからもう一歩！
11月6日（木）分は、 10月23日（木）まで
2月10日（火）分は、 1月27日（火）まで

申込期間申込期間



回 覧                    回覧番号７－１６号 

令和７年度 岬町長生会作品展 

    

   

   日時：７月１７日（木）午後 1 時開場（準備のため） 

       １８日（金）午前９時３０分～午後４時 

１９日（土）午前９時３０分～午後３時３０分閉場 

   場所：岬町健康ふれあいセンター ピアッツア５ ロビー付近 

 

みなさまお誘いあわせのうえぜひご来場ください。 

                    主催 岬町長生会連合会 



「調整給付金（不足額給付）」とは？

「定額減税しきれないと見込まれた方」等への

追加の給付金（「調整給付金（不足額給付）」）のご案内

（注）昨年夏、「対象となる方」には、当該減税しきれないと見込まれた額を基礎として、調整給付金（当初調整給付）を支給しております。

　　  ○ 令和５年所得に比べ、令和６年所得が減少したことにより、　
　　　　「令和６年分推計所得税額（令和５年所得）」 ＞ 「令和６年分所得税額（令和６年所得）」となった方

     　○ こどもの出生等、扶養親族が令和６年中に増加したことにより、
　　　　「所得税分定額減税可能額（当初給付時）」 ＜ 「所得税分定額減税可能額（不足額給付時）」となった方

　     ○ 当初調整給付後に税額修正が生じたことにより、
 　　　令和６年度分個人住民税所得割額が減少し、都度対応ではなく、不足額給付時に一律対応することとされた方

調整給付の「不足額給付」とは、以下の事情により、当初調整給付（注）の支給額に不足が生じる
場合に、追加で給付を行うものです。

Ⅰ   当初調整給付の算定に際し、令和５年所得等を基にした推計額（令和６年分推計所得税額）
を用いて算定したことにより、令和６年分所得税及び定額減税の実績額が確定したのちに、本来
給付すべき所要額と、当初調整給付額との間で差額が生じた方に対して、その差額を支給

Ⅱ　個別に書類の提示（申請）により、給付要件を確認して給付する必要がある方（＝本人及び
扶養親族等として定額減税対象外であり、かつ低所得世帯向け給付の対象世帯の世帯主・世帯員
にも該当しなかった方）に対して、１人当たり原則４万円（定額）を支給

〇 青色事業専従者、事業専従者（白色）の方

〇 合計所得金額48万円超の方

例

例

給付金の支給手続き

対象者には、岬町から、給付内容や確認事項が書かれた確認書が届きます。書かれている

内容（支給要件、振込先等）をご確認のうえ岬町に返信してください。

　支給要件により、手続きが不要な「お知らせ文書」として届く場合があります。ただし、以
下2点に該当する場合は届出が必要です。（届出書は岬町ホームページから取得できます） 

　　1.本給付金の登録口座以外の銀行口座への振込みを希望する場合

　　2.本給付金の支給を希望しない場合

Ⅰ 令和６年分所得税及び定額減税の実績額が確定したのちに、
   本来給付すべき所要額と、当初調整給付額との間で差額が生じた方

(1)令和６年度課税団体と令和７年度課税団体が岬町である場合

(2)令和６年度課税団体が岬町ではない場合

給付金を受け取るには、申請が必要です。

令和６年中に他市町村から岬町に転入された方であって給付対象となる方は、岬町に対し、
申請書に必要な資料を添えて、ご提出ください。

回 覧 第 7 - 1 8 号

令和 7 年 7 月 1 日

岬町長　田代　堯
回覧



　　　　「定額減税しきれないと見込まれる方」への給付金（「調整給付金」）の

　　　「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください！

自宅や職場などに都道府県・市区町村や国(の職員)などをかたる不審な電話や郵便があった場合
や、お心当たりのないメールが送られてきた場合は、お住まいの市区町村や最寄りの警察署か警
察相談専用電話(＃9110)にご連絡ください。
また、メールに記載されたURLにアクセスしたり、個人情報を入力したりせず、速やかに削除し
てください。

！

その他

現在、給付対象者の確認及び給付額の算定作業を行っており、対象とな
る方には、7月下旬から8月上旬にかけて封書にて通知する予定ですの
で、封書が到着するまで今しばらくお待ちください。

　　※内閣官房ホームページ 給付金・定額減税
         一体措置もご覧ください

不足額給付 検索

給付金・定額減税一体措置 検索

　　
(https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/benefit2023/index.html)

お問い合わせ先
岬町しあわせ創造部地域福祉課

☎072-492-2700
https://www.town.misaki.osaka.jp

・令和６年分所得税及び令和６年度分個人住民税所得割ともに定額減税前税額がゼロ

 （≒本人として定額減税対象外）

・税制度上、「扶養親族等」から外れてしまう、青色事業専従者・事業専従者（白色）の方、

 合計所得金額４８万円超の方（≒扶養親族等としても定額減税対象外）

・低所得世帯向け給付（R5非課税給付等、R6非課税化給付等）対象世帯の世帯主・世帯員に該当していない

Ⅱ 個別に書類の提示（申請）により、給付要件を確認して給付する
必要がある者であって、以下のいずれの要件も満たす方

給付金を受け取るには、申請が必要です。

岬町に対し、申請書に必要な資料を添えて、ご提出ください。

確認書または申請書をご提出の際は、以下の書類が必要です。

　・申請者の本人確認書類の写し（住所・氏名・生年月日がわかる部分が必要です）

　（例）マイナンバーカード、運転免許証、健康保険証または資格確認書、在留カード　など

　・振込口座を確認できる書類の写し（金融機関名・支店名・口座番号・名義人氏名がわかる部

　　分が必要です）

　（例）通帳の１ページ目を開いた部分、キャッシュカード、銀行口座のウェブサイトやアプ

　　　　リの「口座情報照会」画面　など

　・他市町村で当初調整給付を受給された方は、給付先市町村が発行した決定通知書等の写しを

　　添付していただくことで審査がスムーズになります。

お名前
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岬町において、次のとおり職員を募集します。  

１ 試験職種、採用予定人数及び受験資格 

試験職種 採用予定人数 
受験資格等 

①年齢要件 ②学歴・免許等 

行政職（建築職） １名程度 
昭和４９年４月２日以降

に生まれた人 

次の(1) ～(3)のいずれかに該当する人。 

(1)学校教育法による大学、短期大学、専

門学校又は高等専門学校で建築に関す

る専門課程を履修し卒業した人。 

(2)建築士（１級または２級）又は建築施

工管理技士（１級または２級）の資格

を有する人 

(3)直近１０年中に、民間企業や他の官公

庁で通算２年以上の建築業務（建築関

係の設計、積算、施工管理など）の実

務経験のある人 

◆採用予定人数については、退職者の発生状況等により変動があります。なお、募集職種に関し、受験者の 

成績が合格水準に達しない場合、結果的に採用なしとなる場合があります。また、普通自動車運転免許取得

の方が望ましい。 

◆地方公務員法第１６条により、次の①～③に該当する人は、受験できません。  

①禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者 

②岬町において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者 

③日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張す

る政党その他の団体を結成し又はこれに加入した者 

◆日本国籍を有しない方については、永住許可を受けていることが条件となります。ただし公権力を行使又は

地方公共団体の意思形成への参画に携わる業務に従事することはできません。また、管理職などに任用する

ことはできません。  

恵み豊かな温もりのまち“みさき”をめざして 

回覧 

岬 町 正 職 員 募 集 の お 知 ら せ 

【専門職追加募集／行政職（建築職）】 

【令和７年９月１日採用予定】 

◆申込受付期間  令和７年 ７月 １日（火）～ ７月１４日（月） 
◆第１次試験日 令和７年 ７月１５日（火）～ ７月２１日（月・祝） 
◆第２次試験日 令和７年 ８月  ２日（土）予定  



２ 試験の方法 

 ⑴ 第１次試験／総合適性検査（ＳＣＯＡ） ※気軽に全国にある最寄りのテストセンターで受験可能！ 

 ⑵ 第２次試験／面接試験（予定） 

 

３ 受験申込から第１次試験まで 

 ⑴ 試験日時及び試験内容 

試  験  日  時 （第 １ 次 試 験）                       試 験 内 容 

令和７年７月１５日（火）～令和７年７月２１日（月） 

までの期間で受験者が予約選択 

総合適性検査 

（ＳＣＯＡ） 

 ⑵ 受験申込から受験までの流れ 

（Ａ）採用試験申込書の入手  

入  手 

方  法 

①岬町のホームページ（http://www.town.misaki.osaka.jp/）からダウンロード 

②直接入手（役場１階受付案内及び２階町長公室担当（人事担当））、岬町健康ふれあい

センター及び淡輪公民館等にて、７月２日（水）以降、順次配布予定） 

                       

（Ｂ）必要書類の提出及び受験登録シートの送信 （受験申込書の提出＋登録シートの送信！） 

試験を受けるには・・・①必要書類の提出（人事担当まで郵送または直接持参） ②「受験登録シ

ート」の送信（人事担当 jinji@town.osaka-misaki.lg.jp ）のいずれも申し込み期限までに行う必

要があります。※①及び②のどちらか一方が欠けても、受験申し込みが完了したことにはなりませ

んので、ご注意ください。②に関しては、岬町ホームページからダウンロードしたＥｘｃｅｌ様式

にメールアドレス等を入力後、各自のパソコン等から人事担当アドレスにメール送信してください。 

４ 受付期間及び場所 

令和７年７月１日（火）～令和７年７月１４日（月）まで（役場執務時間中／１７時３０分まで） 

岬町役場２階 まちづくり戦略室 町長公室担当（人事担当）において受付します。 

⑴ 受験申込書の郵送期限は、令和７年７月１４日（月）必着のみ有効で、消印有効ではありません。 

  郵便事情を考慮し、お早めにご提出ください。 

⑵ 受験者からの受験登録シートのメール送信も、令和７年７月１４日（月）１７時３０分までです。 

５ 試験会場等 

今回の試験会場は、岬町内の施設ではなく、全国各地にあるテストセンターです。受験申込書の受付、「受

験登録シート」のメール受信完了後、記載されたメールアドレスに、受験案内と受験に必要な IＤ等が記載

されたメールを随時送信します。その「試験会場予約のご案内」メールに従って、受験するテストセンター

会場・日時を予約してください。 

６ 提出書類（申込書類一式は、岬町のホームページからダウンロード又は役場等で配布している募集要項

で必ずご確認ください。なお、受験者に対する諸注意等をホームページに掲載する場合もありますので、

随時、ホームページもご確認ください。） 

【お問い合わせ先／岬町 まちづくり戦略室（人事担当） 電話 072--492－2728（直通）】 

 
会計年度任用職員（保育士等）も随時、募集中です 

〇採用・募集情報がとても見やすくなりました! ホームぺージの採用Clickするだけ 

※会計年度任用職員等は、職種ごとに募集案内が掲載されているから、まずはお電話を!! 

                       

 

http://www.town.misaki.osaka.jp/


令和7年 7月 1日

1

子どもから大人まで、誰もがボランティアを身近に体験してもらうためのプログラムです。
この機会にボランティア活動を通してたくさんの人と出会い、新しい「つながりづくり」をすることで
自分の世界を広げてみませんか？
詳細は本会のホームページ「新着情報」をご覧ください。

（この広報紙の作成には共同募金配分金を活用させていただいています）

第150号
2025.7社協のマーク

「社」を図案化

発行所：社会福祉法人　岬町社会福祉協議会　　　　TEL：072-492-0633・5700　　〒599-0303　 大阪府泉南郡岬町深日 3238 - 24
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX：072-492-5701                    ホームページ　https://misakisyakyo.jp/
               岬町社協地域包括支援センター　　　　TEL：072-425-9058　FAX：072-425-9059

ボランティア体験プログラム  スタート！
体験期間　令和7年7月1日(火)～令和8年3月31日(火)



令和6年度  決算報告（法人全体）令和6年度  決算報告（法人全体）

３

令和6年度アルミ缶収益金として193,100円集まりました。
集まった収益金は、岬町のボランティア活動の推進のために、活用させて頂きました。
アルミ缶ボランティア活動にご協力頂きました皆様には、厚くお礼申し上げます。
今後ともよろしくお願い申し上げます。

○資金収支計算書　（自）令和6年4月1日　（至）令和7年3月31日

○貸借対照表  （令和7年3月31日現在）

会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
事業収入
負担金収入
介護保険事業収入
受取利息配当金収入
その他の収入

流動資産

固定資産

　基本財産

　その他の固定資産

3,720,000
69,500

35,121,602
44,698,464

771,251
802,342

18,591,398
12,981
10,000

103,797,538

 26,546,744

 131,697,498

 50,892,755

 80,804,743

 158,244,242

人件費支出
事業費支出
事務費支出
分担金支出
助成金支出
固定資産取得支出
ファイナンス・リース債務の返済支出
積立資産支出
その他の活動による支出

流動負債
固定負債

基本金
国庫補助金等特別積立金
その他の積立金

負債及び純資産の部合計

負債の部合計

純資産の部合計

次期繰越活動増減差額
　(うち当期活動増減差額)

71,114,090
16,719,525
3,013,247

86,980
5,253,100

258,940
2,421,540

9,500
3,344,606

102,221,528
1,576,010

20,653,388
22,229,398

 12,627,589
 39,540,130
 52,167,719

 1,000,000
 20,551,262
 38,007,521
 46,517,740
△ 773,065

 106,076,523
 158,244,242

純資産の部（円）

負債の部（円）資産の部（円）

支　　　出収　　　入

収入合計①

資産の部合計

金額（円） 金額（円）
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ありがとう ！アルミ缶ボランティア活動 ！

地域企業の社会貢献活動

夏のチャリティーロングランゴルフコンペのご案内
チャリティーゴルフを楽しみませんか！
７月～８月を『チャリティー月』ということで、大阪ゴルフクラブのご協力のもと、

夏のロングランゴルフコンペとして、開催致します。
皆さまのご参加お待ちしています。

＊詳細につきましては、本会ホームページ（新着情報）をご覧いただくか、
　大阪ゴルフクラブへお問い合わせください。

共　催：南海ゴルフマネジメント㈱　大阪ゴルフ（TEL 072-492-2011）
　　　　（社福）岬町社会福祉協議会

岬町社会福祉協議会
ホームページ
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　社会福祉協議会は、通称「社協」と呼ばれ、地域すべての
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２
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ボランティア
401
名

名　称

種　別

会費額

個　　人 法人・事業所等

※4　社協の事業を決定する理事会、その議決機関である評議員会の選出母体となる。

※会員募集の詳細につきましては、次号（社協みさき第151号・10月１日）にてご報告いたします。

社会福祉活動を行う
団体・機関・事業者

１口　5,000円１口　10,000円１口　1,000円

一般会員 特別会員 組織構成会員 ※4

岬町全体の福祉活動に！！
社協活動・事業の運営費として

より身近な福祉活動に！！
地区福祉委員会の活動事業
費として

50%50%

◆
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
地
域
を
支
え
ま
す
。

　会
員
に
な
っ
て
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

　応
援
し
て
く
だ
さ
い
！

一般会員会費のつかいみち

社会福祉協議会（社協）とは？

社協の歩み

社協会員とは？

社協の仕組み
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防災・減災研修会子どもサロン（クリスマス会） 喫茶めだか組

障がい者交流授業

有償活動ステップアップ講座

岬町まち歩き見守り声かけ訓練 岬町住民主体・地域支援団体
ネットワーク会議

地域福祉共育実践
プレゼンテーション

見守り隊キッズEyeボランティア

広報講座



防災・減災研修会子どもサロン（クリスマス会） 喫茶めだか組

障がい者交流授業

有償活動ステップアップ講座

岬町まち歩き見守り声かけ訓練 岬町住民主体・地域支援団体
ネットワーク会議

地域福祉共育実践
プレゼンテーション

見守り隊キッズEyeボランティア

広報講座



7 6

　日常生活自立支援事業は、高齢や障が
い等により判断能力の不十分な方が、安
心して自立した生活を送れるように金銭
管理や福祉サービスの利用援助等の支援
を行っています。

金銭管理サービス 権利擁護講座

日常生活自立支援事業

　岬町社会福祉施設等連絡会・福祉施設協働事業は、町内の社会福祉法人や福祉施設が、事業種別を超え連
携して地域の生活課題や福祉課題の解決を図るために活動を推進しています。具体的な取り組みとしては、
生活支援型多機能バス「結」号を協働運行し、地域のサロンに「来ない方・来られない方」を対象に個別訪
問等の支援を行っています。「結」号の利用者の想いから専門職やボランティアがサポートを行い、それぞ
れに役割をもち社会参加できる居場所「みさきのわ」や「ゆめカフェ」を設立し支援しています。

岬町社会福祉施設等連絡会の構成一覧

社会福祉法人　ほたる　ケアハウスほたる

社会福祉法人　順風会
　　　　　　　ぽぽろ淡輪デイサービスセンター

社会福祉法人　岬町社会福祉協議会　　　

社会福祉法人　全電通近畿社会福祉事業団
　　　　　　　知的障害者総合福祉施設　愛の家

岬町社会福祉施設等連絡会・福祉施設協働事業

休日サロン「ゆめカフェ」 岬町社会福祉施設等連絡会会議

　障がい者や高齢者などの方々の通院等の送迎を行う移送サービスやふれあい給食サービス、福祉機器
貸出サービス等を行い、在宅生活の向上を支援しています。

福祉サービス事業

ふれあい給食サービス 福祉機器貸出サービス介護用品給付サービス移送サービス

・岬町地域福祉計画・地域福祉活動計画の推進
・福祉総合支援相談事業
・福祉資金貸付事業
・地域企業による社会貢献活動の推進　
・ひとり親家庭義務教育入学祝金支給事業
・カラオケ大会　など

その他の地域福祉事業

　赤い羽根共同募金は、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう、様々な地域福祉の問題
解決に取り組む民間団体を支援する仕組みとして、また住民の皆さまのやさしさや思いやりを届ける運動と
して推進しています。集まった募金は、身近な地域の福祉活動や大規模な災害が起こった際の災害支援など
へ配分されています。

共同募金協力型
自動販売機

歳末たすけあい「見守り・訪問活
動等」岬町民生委員児童委員協
議会助成金事業

赤い羽根共同募金配分金事業
住民主体で学ぶ！！福祉介護シリーズ
講座「地域共生の視点から考える
生きづらさへの理解」

歳末たすけあい運動
福祉団体等助成金事業

（贈呈式）

共同募金運動・歳末たすけあい運動

　介護予防・自立支援事業は、家族介護者の心と身体が健康で充実した介護が行え、要介護者も地域とつな
がり、ほほえみこぼれる介護を目指して、介護者(家族)の会「ほほえみ」と協働で介護講座の開催や介護
者・家族交流会等の活動を実施しています。また、認知症になっても住み慣れた地域で安心して生活してい
けるよう、認知症支援推進の一環として、認知症の方と家族が主役になれる認知症カフェ「おにぎりサロン
“喫茶Sunデー”」の開催などに取り組んでいます。

介護予防・自立支援事業

おーぷんかふぇほほえみ介護講座 おにぎりサロン

第4次岬町地域福祉計画・地域福祉活動計画冊子
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数

字
と
と
も
に
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
避
難
が
迅
速
な

場
合
は
、
人
的
被
害
が
か
な
り
少
な
く
な
る
こ
と

も
分
か
り
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
災
害
に
対
し
て
の

準
備
が
い
か
に
大
切
か
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　【第
２
部
】 

体
験
コ
ー
ナ
ー

　
・
テ
ン
ト
の
組
み
立
て
、
テ
ン
ト
の
中
の
居
住
空
間
の
体
験
（
簡

易
ベ
ッ
ド
の
寝
こ
ご
ち
）

　
　
避
難
し
た
時
の
テ
ン
ト
や
ベ
ッ
ド
を
実
際
に
見
て
、
少
し
は
安

心
で
き
た
か
な…

　
・
給
水
体
験

　
　
給
水
車
か
ら
、
給
水
袋
に
水
を
入
れ
、

　
　
そ
れ
を
背
負
う

　
災
害
時
の
体
験
を
し
ま
し
た
が
、
何
よ
り

も
こ
れ
ら
の
テ
ン
ト
や
簡
易
ベ
ッ
ド
が
使
わ

ず
に
済
む
日
々
が
送
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か

り
で
す
。

　
3
月
9
日
午
後
2
時
か
ら
多
奈
川
地
区
合
同
い
き
い
き
サ
ロ
ン
が

２
年
ぶ
り
に
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
を
楽
し
み
に
待
っ
て
お
ら
れ
た
多
奈
川
各
地
区
の
皆
様
、

120
名
余
り
が
集
っ
て
く
だ
さ
り
口
々
に
挨
拶
や
お
し
ゃ
べ
り
や
ら…

開
始
ま
で
雑
談
タ
イ
ム
。

　
こ
の
日
の
演
目
は
「
ふ
れ
あ
い
演
奏
」
と
題
し
て
堺
を
拠
点
に
大

阪
・
八
尾
・
吹
田
方
面
で
活
動
さ
れ
て
い
る
民
謡
グ
ル
ー
プ
「
勝
廣

会
」
の
皆
様
で
す
。

　
民
謡
メ
ド
レ
ー
か
ら
始
ま
り
、
伴
奏
は
、
ギ
タ
ー
、
太
鼓
、
三
味

線
、
初
め
て
耳
に
し
た
調
和
音
の
響
き
で
し
た
が
、
大
変
迫
力
の
あ

る
音
に
驚
き
ま
し
た
。

　
江
州
音
頭
・
か
あ
さ
ん
の
歌
・
そ
し
て
お
笑
い
民
謡
の
岸
壁
の
母

も
大
変
面
白
く
て
盛
り
上
が
り
、
感
動
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
ふ
だ
ん
は
外
に
出
る
こ
と
の

少
な
い
高
齢
者
に
と
っ
て
、
と

て
も
気
分
転
換
に
な
り
、
有
意

義
な
い
き
い
き
サ
ロ
ン
に
な
っ

た
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

体
を
動
か
す
福
祉
活
動
を
求
め
て

福
祉
委
員
会
研
修
会
（
防
災
）

合
同
い
き
い
き
サ
ロ
ン

多
奈
川
地
区

　
令
和
7
年
4
月
29
日
に
、
淡
輪
あ
た
ご

山
で「
つ
つ
じ
祭
り
」が
開
催
さ
れ
、
淡
輪

地
区
福
祉
委
員
会
が
恒
例
の
た
こ
焼
き
を

出
店
し
ま
し
た
。

　
絶
好
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、
会
場
ス
テ
ー

ジ
で
は
様
々
な
演
奏
や
踊
り
な
ど
が
披
露

さ
れ
、
多
く
の
出
店
で
賑
わ
っ
て
い
ま

す
。
焼
き
役
10
人
余
り
が
フ
ル
回
転
で
稼

働
し
、
ソ
ー
ス
か
け
、
つ
ま
よ
う
じ
差

し
、
輪
ゴ
ム
か
け
、
袋
詰
め
、
代
金
受
け

取
り
、
商
品
手
渡
し
と
、
絶
妙
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
総
勢
20
数
名
が
休
む
暇
も
な
く

働
き
ま
す
。
奇
し
く
も
当
日
は
「
昭
和
の

日
」
、
ま
だ
ま
だ
元
気
な
昭
和
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

　
〈
日
本
一
お
い
し
い
た
こ
や
き
〉
と
看
板
表
記
さ
れ
た
8
個
入
り

3
0
0
円
の
た
こ
や
き
は
大
人
気
で
、
長
い
待
ち
行
列
に
並
ん
で
い

た
だ
き
、
全
部
で
4
0
0
余
皿
も
の
売
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。
2
皿

入
り
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
う
れ
し
そ
う
に
提
げ
る
お
孫
さ
ん
や
、
お
い

し
い
と
言
っ
て
く
れ
る
若
い
世
代
の
笑
顔
を
見
る
と
、
頑
張
っ
て
今

年
も
出
店
で
き
て
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
昭
和
の
時
代
か
ら
有
名
な

つ
つ
じ
谷
と
、
ヨ
ッ
ト
ハ
ー

バ
ー
の
帆
影
、
遠
望
さ
れ
る

大
阪
湾
と
淡
路
島
が
、
春
の

陽
気
に
霞
む
う
ら
ら
か
な
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

　
従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
に
お
け
る
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
、
手
芸
で
何
か
を
つ
く
る
、
喫
茶
な
ど
を
開
く
、
ギ
タ
ー
・

ハ
ー
モ
ニ
カ
・
キ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
の
伴
奏
で
歌
を
歌
う
こ
と
は
良
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
私
は
高
齢
者
の
方
々
が
体
を
動
か

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
福
祉
活
動
の
実
現
が
理
想
だ
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
、
散
歩
す
る
、
簡
単
な
体

操
を
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。
近
隣
に
体

操
教
室
が
あ
っ
て
、
そ
こ
へ
行
っ
て
体

を
動
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
が
、
通
う
こ
と
が
で
き
な
い

方
々
も
い
る
で
し
ょ
う
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
は
17
年
前

に
11
日
間
入
院
し
ま
し
た
。
退
院
し
た

そ
の
日
は
階
段
を
上
る
の
が
大
変
で
し

た
。
手
す
り
を
持
っ
て
や
っ
と
の
思
い

で
上
り
ま
し
た
。
次
の
日
か
ら
は
階
段

を
普
通
に
上
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
55
才
で
こ
ん

な
状
態
で
す
か
ら
、
80
才
以
上
ぐ
ら
い
で
入
院
し
た
り
す
る
と
、
退

院
し
た
と
き
に
は
歩
け
な
く
な
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
歩
行

器
を
使
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

入
院
し
な
く
て
も
、
ふ
だ
ん
か
ら
歩
く
こ
と
を
体
を
動
か
す
こ
と
を

心
掛
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
あ
げ

る
の
も
、
ま
た
福
祉
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
い
つ
も

思
っ
て
い
ま
す
。

つ
つ
じ
祭
り

　た
こ
焼
き
出
店
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深
日
地
区

淡
輪
地
区

孝
子
地
区

　
今
日
、
明
日
に
で
も
起
こ
り
う
る
可
能
性
の
あ
る
南
海
ト
ラ
フ
地

震
。
災
害
へ
の
危
機
感
と
防
災
意
識
の
向
上
を
目

指
し
、
３
月
12
日
に
研
修
会
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　【第
１
部
】
講
演（
危
機
管
理
担
当
　
塩
路
真
一
氏
）

　
テ
ー
マ
「
能
登
半
島
地
震
災
害
の
復
旧
支
援
に

　
　
　
　
　
参
加
し
て
」

　
実
際
の
映
像
か
ら
は
、
想
像
を
絶
す
る
よ
う
な

町
の
被
害
や
避
難
所
で
の
様
子
を
伝
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
も
し
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が

起
こ
っ
た
時
の
岬
町
の
被
害
想
定
を
具
体
的
な
数

字
と
と
も
に
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
避
難
が
迅
速
な

場
合
は
、
人
的
被
害
が
か
な
り
少
な
く
な
る
こ
と

も
分
か
り
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
災
害
に
対
し
て
の

準
備
が
い
か
に
大
切
か
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　【第
２
部
】 

体
験
コ
ー
ナ
ー

　
・
テ
ン
ト
の
組
み
立
て
、
テ
ン
ト
の
中
の
居
住
空
間
の
体
験
（
簡

易
ベ
ッ
ド
の
寝
こ
ご
ち
）

　
　
避
難
し
た
時
の
テ
ン
ト
や
ベ
ッ
ド
を
実
際
に
見
て
、
少
し
は
安

心
で
き
た
か
な…

　
・
給
水
体
験

　
　
給
水
車
か
ら
、
給
水
袋
に
水
を
入
れ
、

　
　
そ
れ
を
背
負
う

　
災
害
時
の
体
験
を
し
ま
し
た
が
、
何
よ
り

も
こ
れ
ら
の
テ
ン
ト
や
簡
易
ベ
ッ
ド
が
使
わ

ず
に
済
む
日
々
が
送
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か

り
で
す
。

　
3
月
9
日
午
後
2
時
か
ら
多
奈
川
地
区
合
同
い
き
い
き
サ
ロ
ン
が

２
年
ぶ
り
に
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
を
楽
し
み
に
待
っ
て
お
ら
れ
た
多
奈
川
各
地
区
の
皆
様
、

120
名
余
り
が
集
っ
て
く
だ
さ
り
口
々
に
挨
拶
や
お
し
ゃ
べ
り
や
ら…

開
始
ま
で
雑
談
タ
イ
ム
。

　
こ
の
日
の
演
目
は
「
ふ
れ
あ
い
演
奏
」
と
題
し
て
堺
を
拠
点
に
大

阪
・
八
尾
・
吹
田
方
面
で
活
動
さ
れ
て
い
る
民
謡
グ
ル
ー
プ
「
勝
廣

会
」
の
皆
様
で
す
。

　
民
謡
メ
ド
レ
ー
か
ら
始
ま
り
、
伴
奏
は
、
ギ
タ
ー
、
太
鼓
、
三
味

線
、
初
め
て
耳
に
し
た
調
和
音
の
響
き
で
し
た
が
、
大
変
迫
力
の
あ

る
音
に
驚
き
ま
し
た
。

　
江
州
音
頭
・
か
あ
さ
ん
の
歌
・
そ
し
て
お
笑
い
民
謡
の
岸
壁
の
母

も
大
変
面
白
く
て
盛
り
上
が
り
、
感
動
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
ふ
だ
ん
は
外
に
出
る
こ
と
の

少
な
い
高
齢
者
に
と
っ
て
、
と

て
も
気
分
転
換
に
な
り
、
有
意

義
な
い
き
い
き
サ
ロ
ン
に
な
っ

た
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

体
を
動
か
す
福
祉
活
動
を
求
め
て

福
祉
委
員
会
研
修
会
（
防
災
）

合
同
い
き
い
き
サ
ロ
ン

多
奈
川
地
区

　
令
和
7
年
4
月
29
日
に
、
淡
輪
あ
た
ご

山
で「
つ
つ
じ
祭
り
」が
開
催
さ
れ
、
淡
輪

地
区
福
祉
委
員
会
が
恒
例
の
た
こ
焼
き
を

出
店
し
ま
し
た
。

　
絶
好
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、
会
場
ス
テ
ー

ジ
で
は
様
々
な
演
奏
や
踊
り
な
ど
が
披
露

さ
れ
、
多
く
の
出
店
で
賑
わ
っ
て
い
ま

す
。
焼
き
役
10
人
余
り
が
フ
ル
回
転
で
稼

働
し
、
ソ
ー
ス
か
け
、
つ
ま
よ
う
じ
差

し
、
輪
ゴ
ム
か
け
、
袋
詰
め
、
代
金
受
け

取
り
、
商
品
手
渡
し
と
、
絶
妙
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
総
勢
20
数
名
が
休
む
暇
も
な
く

働
き
ま
す
。
奇
し
く
も
当
日
は
「
昭
和
の

日
」
、
ま
だ
ま
だ
元
気
な
昭
和
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

　
〈
日
本
一
お
い
し
い
た
こ
や
き
〉
と
看
板
表
記
さ
れ
た
8
個
入
り

3
0
0
円
の
た
こ
や
き
は
大
人
気
で
、
長
い
待
ち
行
列
に
並
ん
で
い

た
だ
き
、
全
部
で
4
0
0
余
皿
も
の
売
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。
2
皿

入
り
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
う
れ
し
そ
う
に
提
げ
る
お
孫
さ
ん
や
、
お
い

し
い
と
言
っ
て
く
れ
る
若
い
世
代
の
笑
顔
を
見
る
と
、
頑
張
っ
て
今

年
も
出
店
で
き
て
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
昭
和
の
時
代
か
ら
有
名
な

つ
つ
じ
谷
と
、
ヨ
ッ
ト
ハ
ー

バ
ー
の
帆
影
、
遠
望
さ
れ
る

大
阪
湾
と
淡
路
島
が
、
春
の

陽
気
に
霞
む
う
ら
ら
か
な
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

　
従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
に
お
け
る
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
、
手
芸
で
何
か
を
つ
く
る
、
喫
茶
な
ど
を
開
く
、
ギ
タ
ー
・

ハ
ー
モ
ニ
カ
・
キ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
の
伴
奏
で
歌
を
歌
う
こ
と
は
良
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
私
は
高
齢
者
の
方
々
が
体
を
動
か

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
福
祉
活
動
の
実
現
が
理
想
だ
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
、
散
歩
す
る
、
簡
単
な
体

操
を
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。
近
隣
に
体

操
教
室
が
あ
っ
て
、
そ
こ
へ
行
っ
て
体

を
動
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
が
、
通
う
こ
と
が
で
き
な
い

方
々
も
い
る
で
し
ょ
う
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
は
17
年
前

に
11
日
間
入
院
し
ま
し
た
。
退
院
し
た

そ
の
日
は
階
段
を
上
る
の
が
大
変
で
し

た
。
手
す
り
を
持
っ
て
や
っ
と
の
思
い

で
上
り
ま
し
た
。
次
の
日
か
ら
は
階
段

を
普
通
に
上
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
55
才
で
こ
ん

な
状
態
で
す
か
ら
、
80
才
以
上
ぐ
ら
い
で
入
院
し
た
り
す
る
と
、
退

院
し
た
と
き
に
は
歩
け
な
く
な
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
歩
行

器
を
使
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

入
院
し
な
く
て
も
、
ふ
だ
ん
か
ら
歩
く
こ
と
を
体
を
動
か
す
こ
と
を

心
掛
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
あ
げ

る
の
も
、
ま
た
福
祉
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
い
つ
も

思
っ
て
い
ま
す
。

つ
つ
じ
祭
り

　た
こ
焼
き
出
店
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開催日　7月1日（火）・9月2日（火）
　　　　午前10時～午後2時

　　　　〈毎月第１火曜日開催〉
　　　 （8月はお休み）
場　所　みんなのたまり場
主　催　淡輪地区福祉委員会

喫茶たまり場

開 催 日　8月27日（水）〈偶数月第4水曜日開催〉　
　　　　　※開催時間未定のためお問い合わせください
参加対象　こころにつらさや不安をお持ちの方　など
場　　所　みんなのたまり場
主　　催　精神保健福祉ボランティアグループ
　　　　　「ほのぼのみさき」

ほのぼのサロン
開 催 日　7月18日（金）・8月15日（金）・9月19日（金）
　　　　　午後1時～午後3時〈毎月第3金曜日開催〉　
参加対象　ひきこもりやこころにつらさ・不安の
　　　　　ある方の家族など
場　　所　みんなのたまり場 
主　　催　精神保健福祉家族会「あすなろ」

あすなろサロン

開催日　7月8日（火）・9月9日（火）
　　　　午前10時～午後2時

　　　　〈毎月第2火曜日開催〉
　　　 （8月はお休み）
場　所　淡輪老人福祉センター
主　催　淡輪地区福祉委員会

開催日　7月16日（水）・9月17日（水）
　　　　午前10時～正午

　　　　〈毎月第3水曜日開催〉
　　　 （8月はお休み）
場　所　深日会館
主　催　深日地区福祉委員会

喫茶ぼちぼち ふれあい喫茶

開催日　７月24日（木）
　　　　９月18日（木）
　　　　午後1時30分～午後3時30分
場　所　岬町社会福祉協議会
主　催　岬町介護者(家族)の会
　　　　「ほほえみ」

おーぷんかふぇ  ほほえみ
開催日　● ７月６日（日）
　　　　  ● ８月３日（日）
　　　　● ９月７日（日）

● ７月９日（水）
● ９月10日（水）
（8月はお休み）

喫茶めだか組

サ
ロ
ン
活
動

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

◎開催日時・場所の変更、開催の中止等の場合がありますので、まずはご連絡ください!

岬町社会福祉協議会・岬町ボランティア住民活動支援センターまでお 申 込
お問合せ TEL492-0633／492-5700　FAX492-5701　E-Mail info@misakisyakyo.jp

            ※「フリーマーケット」同日開催　午前10時～午後3時
            〈毎月第１日曜日と第２水曜日開催〉
場　所　多奈川小学校　　主　催　多奈川地区福祉委員会

岬町ボランティア住民活動支援センター　ボランティア活動講座参加者
募集！ ～知ったらおもろいで! ボランティア活動講座～～知ったらおもろいで! ボランティア活動講座～

はじめての方も、すでに活動している方も大歓迎！
楽しくボランティア活動を学ぶ講座を開催します！！

　この講座では、ボランティアの基礎知識から活動の楽しさ、活動を続けるためのヒント、仲間を
増やす工夫まで、幅広くボランティア活動について学ぶことができます。また、参加者同士で交流
しながら楽しく学ぶことができ、これから一緒に活動する仲間ができるかも？ボランティア活動を
「これから始めたい方」や「もっと深めたい方」など、ぜひご参加ください！

開 催 日　令和7年8月2日（土）10時～12時（受付開始9時30分～）
会　　場　岬町社会福祉協議会（※駐車場に限りがあります）
講　　師　龍谷大学　社会学部 現代福祉学科 特任教授　山口　浩次 氏
対 象 者　本講座にご興味のある方（どなたでも）
申込期限　令和7年7月23日（水）までにお申し込みください。
申込方法　下記、電話・FAX・メール・ホームページ等よりお申込みください。
　　　　　（氏名、住所、連絡先、年齢をお伝えください。）
　　　　 【定員(40名)に達し次第、締め切らせていただきます。】

やまぐち       こう じ

岬町社会福祉協議会ホームページ▶

午前10時～午後3時　 午後１時～午後3時
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ほほえみ だよりほほえみ だより 【連絡先】 岬町社会福祉協議会内  岬町介護者（家族）の会「ほほえみ」
　　　　  事務局 TEL 072-492-0633 ／ FAX 072-492-5701

　介護者同士のつながりの場として発足した「ほほえみ」の活動は、30年を超えました。
　基本理念である「信頼関係を軸とするつながり」を念頭に置き、
介護者家族の「居場所」作りに日々活動しています。
主な活動内容は、

などが有ります。
　高齢化が進んだ現在、介護は我が事として考えなければなりません。住み慣れた地域で暮らし続けるお手伝い
が出来ることを願いつつ、「ほほえみ」の輪を広げていきたいと思っています。
令和7・8年度　役員紹介
　会　　長　田中　繁樹 
　副 会 長　安原　早智子・大野　静美
　会　　計　橋爪　克枝
　幹　　事　田中　恭子
　会計監査　佐藤 カホル・道脇　壽子

介護のこと、１人で悩んでいませんか？
１人でかかえこまないで…。
わかりあえる仲間があなたを待っています。
いっしょに“ほほえみ”をもって介護しませんか？

岬町社協地域包括支援センター通信

　ポリファーマシーとは、必要以上あるいは不必要にくすりが処方されて、多くのくすりを飲んでいるために、副
作用を起こしたり、服用方法や量の誤り、飲み忘れなど、きちんとくすりを飲めなくなったりしている状態のこと
をいいます。単に服用するくすりの数が多いことではありません。複数の医療機関を受診されている場合は、くす
りの飲み合わせが悪かったり、同じ効果のくすりが処方されていることがあり、特に、高齢になるとくすりの数が
増えて副作用が起こりやすくなるので注意が必要です。
（ポリファーマシー：「複数」を意味する「poly ポリ」と、「調剤（局）」を意味する「pharmacy ファーマシー」を
合わせてつくられた言葉です。）
思い当たることはありませんか？
・くすりを飲み忘れることがある。
・自分の判断で飲むのをやめたり、減らしているくすりがある。
・くすりを余分にもらっている。
・何か変だなと感じる症状がある。（眠気・物忘れ・気分が沈む・食欲低下・めまいなど）
日頃から次のことに注意しましょう！！
　①お薬手帳は病院ごとに作らず１つにまとめて、医療機関に行く時は必ず持参しましょう。
　②くすりが余っている場合は医師や薬剤師へ伝えましょう。
　③市販薬やサプリメントを使用している場合も医師や薬剤師へ伝えましょう。
※くすりが多いからといって必ず減らすべきということではありません。必ずかかりつけ医やかかりつけの薬剤師
　へ相談してください。

『ポリファーマシー』をご存じですか？

連絡先▶岬町社協地域包括支援センター　
TEL：072-425-9058  /  FAX：072-425-9059　E-Mail:houkatu@misakisyakyo.jp

岬町介護者（家族）の会「ほほえみ」の活動について

集う場　　　　喫茶「お̶ぷんかふぇ　ほほえみ」
楽しめる場　　リフレッシュ行事・ほほえみ笑学校・クリスマス会
学びの場　　　介護講座・介護事業所や施設の見学
つながる場　　広報紙の発行・諸団体との連携
共有する場　　他市町村家族会との活動交流
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開催日　7月1日（火）・9月2日（火）
　　　　午前10時～午後2時

　　　　〈毎月第１火曜日開催〉
　　　 （8月はお休み）
場　所　みんなのたまり場
主　催　淡輪地区福祉委員会

喫茶たまり場

開 催 日　8月27日（水）〈偶数月第4水曜日開催〉　
　　　　　※開催時間未定のためお問い合わせください
参加対象　こころにつらさや不安をお持ちの方　など
場　　所　みんなのたまり場
主　　催　精神保健福祉ボランティアグループ
　　　　　「ほのぼのみさき」

ほのぼのサロン
開 催 日　7月18日（金）・8月15日（金）・9月19日（金）
　　　　　午後1時～午後3時〈毎月第3金曜日開催〉　
参加対象　ひきこもりやこころにつらさ・不安の
　　　　　ある方の家族など
場　　所　みんなのたまり場 
主　　催　精神保健福祉家族会「あすなろ」

あすなろサロン

開催日　7月8日（火）・9月9日（火）
　　　　午前10時～午後2時

　　　　〈毎月第2火曜日開催〉
　　　 （8月はお休み）
場　所　淡輪老人福祉センター
主　催　淡輪地区福祉委員会

開催日　7月16日（水）・9月17日（水）
　　　　午前10時～正午

　　　　〈毎月第3水曜日開催〉
　　　 （8月はお休み）
場　所　深日会館
主　催　深日地区福祉委員会

喫茶ぼちぼち ふれあい喫茶

開催日　７月24日（木）
　　　　９月18日（木）
　　　　午後1時30分～午後3時30分
場　所　岬町社会福祉協議会
主　催　岬町介護者(家族)の会
　　　　「ほほえみ」

おーぷんかふぇ  ほほえみ
開催日　● ７月６日（日）
　　　　  ● ８月３日（日）
　　　　● ９月７日（日）

● ７月９日（水）
● ９月10日（水）
（8月はお休み）

喫茶めだか組

サ
ロ
ン
活
動

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

◎開催日時・場所の変更、開催の中止等の場合がありますので、まずはご連絡ください!

岬町社会福祉協議会・岬町ボランティア住民活動支援センターまでお 申 込
お問合せ TEL492-0633／492-5700　FAX492-5701　E-Mail info@misakisyakyo.jp

            ※「フリーマーケット」同日開催　午前10時～午後3時
            〈毎月第１日曜日と第２水曜日開催〉
場　所　多奈川小学校　　主　催　多奈川地区福祉委員会

岬町ボランティア住民活動支援センター　ボランティア活動講座参加者
募集！ ～知ったらおもろいで! ボランティア活動講座～～知ったらおもろいで! ボランティア活動講座～

はじめての方も、すでに活動している方も大歓迎！
楽しくボランティア活動を学ぶ講座を開催します！！

　この講座では、ボランティアの基礎知識から活動の楽しさ、活動を続けるためのヒント、仲間を
増やす工夫まで、幅広くボランティア活動について学ぶことができます。また、参加者同士で交流
しながら楽しく学ぶことができ、これから一緒に活動する仲間ができるかも？ボランティア活動を
「これから始めたい方」や「もっと深めたい方」など、ぜひご参加ください！

開 催 日　令和7年8月2日（土）10時～12時（受付開始9時30分～）
会　　場　岬町社会福祉協議会（※駐車場に限りがあります）
講　　師　龍谷大学　社会学部 現代福祉学科 特任教授　山口　浩次 氏
対 象 者　本講座にご興味のある方（どなたでも）
申込期限　令和7年7月23日（水）までにお申し込みください。
申込方法　下記、電話・FAX・メール・ホームページ等よりお申込みください。
　　　　　（氏名、住所、連絡先、年齢をお伝えください。）
　　　　 【定員(40名)に達し次第、締め切らせていただきます。】

やまぐち       こう じ

岬町社会福祉協議会ホームページ▶

午前10時～午後3時　 午後１時～午後3時
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ほほえみ だよりほほえみ だより 【連絡先】 岬町社会福祉協議会内  岬町介護者（家族）の会「ほほえみ」
　　　　  事務局 TEL 072-492-0633 ／ FAX 072-492-5701

　介護者同士のつながりの場として発足した「ほほえみ」の活動は、30年を超えました。
　基本理念である「信頼関係を軸とするつながり」を念頭に置き、
介護者家族の「居場所」作りに日々活動しています。
主な活動内容は、

などが有ります。
　高齢化が進んだ現在、介護は我が事として考えなければなりません。住み慣れた地域で暮らし続けるお手伝い
が出来ることを願いつつ、「ほほえみ」の輪を広げていきたいと思っています。
令和7・8年度　役員紹介
　会　　長　田中　繁樹 
　副 会 長　安原　早智子・大野　静美
　会　　計　橋爪　克枝
　幹　　事　田中　恭子
　会計監査　佐藤 カホル・道脇　壽子

介護のこと、１人で悩んでいませんか？
１人でかかえこまないで…。
わかりあえる仲間があなたを待っています。
いっしょに“ほほえみ”をもって介護しませんか？

岬町社協地域包括支援センター通信

　ポリファーマシーとは、必要以上あるいは不必要にくすりが処方されて、多くのくすりを飲んでいるために、副
作用を起こしたり、服用方法や量の誤り、飲み忘れなど、きちんとくすりを飲めなくなったりしている状態のこと
をいいます。単に服用するくすりの数が多いことではありません。複数の医療機関を受診されている場合は、くす
りの飲み合わせが悪かったり、同じ効果のくすりが処方されていることがあり、特に、高齢になるとくすりの数が
増えて副作用が起こりやすくなるので注意が必要です。
（ポリファーマシー：「複数」を意味する「poly ポリ」と、「調剤（局）」を意味する「pharmacy ファーマシー」を
合わせてつくられた言葉です。）
思い当たることはありませんか？
・くすりを飲み忘れることがある。
・自分の判断で飲むのをやめたり、減らしているくすりがある。
・くすりを余分にもらっている。
・何か変だなと感じる症状がある。（眠気・物忘れ・気分が沈む・食欲低下・めまいなど）
日頃から次のことに注意しましょう！！
　①お薬手帳は病院ごとに作らず１つにまとめて、医療機関に行く時は必ず持参しましょう。
　②くすりが余っている場合は医師や薬剤師へ伝えましょう。
　③市販薬やサプリメントを使用している場合も医師や薬剤師へ伝えましょう。
※くすりが多いからといって必ず減らすべきということではありません。必ずかかりつけ医やかかりつけの薬剤師
　へ相談してください。

『ポリファーマシー』をご存じですか？

連絡先▶岬町社協地域包括支援センター　
TEL：072-425-9058  /  FAX：072-425-9059　E-Mail:houkatu@misakisyakyo.jp

岬町介護者（家族）の会「ほほえみ」の活動について

集う場　　　　喫茶「お̶ぷんかふぇ　ほほえみ」
楽しめる場　　リフレッシュ行事・ほほえみ笑学校・クリスマス会
学びの場　　　介護講座・介護事業所や施設の見学
つながる場　　広報紙の発行・諸団体との連携
共有する場　　他市町村家族会との活動交流



岬町にお住まいの生後 1 歳未満の赤ちゃん
写真を大募集しています！

　令和7年2月11日で、99歳
（数え年）の誕生日を迎えまし
た。お元気で、顔色もつやつや
です。2月の「美浜会いきいき
サロン」では、皆で白寿のお祝
いをしました。
　6時30分に起床。一人暮らし
で食事も自分で作っています。
お気に入りのおかずの時は、
ちょいとお酒も…。日常自分で
出きる事はできるだけ自力でこなしています。これ
が、元気の秘訣かもしれませんね。
　南出地区の「美浜会いきいきサロン」は勿論のこ
と、月１回の「みはま喫茶」にも、毎回参加して皆さ
んと楽しいひと時を過ごしています。
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南　  歳  雄さん（99 歳）

白　　寿白　　寿

おめでとう！おめでとう！

「百」という漢字から
「一」を引くと「白」

となることから、
数字の 100 から 1 を
引いた 99 歳のお祝い

は、「白寿」と
呼ばれています。

紹介コーナー

エルマー（愛犬）と
一緒にすくすく
　　育ってね

元気で大きく
なりますように

R6. 12. 19生まれ
淡輪  御堂河内　みくりちゃん
R6. 12. 19生まれ
淡輪  御堂河内　みくりちゃん

R6. 7. 9生まれ
深日  ザン・ミン・ニャットちゃん
R6. 7. 9生まれ
深日  ザン・ミン・ニャットちゃん



≪第１号≫ ２０２５（令和７）年７月１日 一般社団法人岬町観光協会 （連絡先 ： 072-447-4354)

4月29日(火)開催の 第1３回つつじ祭りは盛況

淡路島観光協会を表敬訪問

深日・洲本ライナー グレードアップして就航開始
深日港と洲本港を結ぶ深日洲本ライナーが５月３日よ
り就航を開始しました。グレードアップされた船舶で、
乗客数がほぼ２倍となり、運行時間も１５分短縮されま
す。 この結果、より快適で迅速な移動が可能となり、
深日港と洲本港の間の交通がさらに魅力的なものとな
ることを確信しております。また、地域の観光業の活性
化はもちろん、双方の地域の交流も一層深まると期待
しております。尚、岬町観光協会は岬町より、深日港で
の陸上業務を受託し乗船券販売、船の離着時の綱取
り業務等を行っています。

観光産業に係わる先進地を訪問し、現場を体験し、また、
現地の人たちと交流することによって会員の観光意識
を高め、岬町の観光産業の活性化に寄与する目的で令
和７年２月１０日に、淡路島観光協会を表敬訪問いたし
ました。全島上げての観光事業を展開し、コロナ禍後に
観光施設等の新設等もあることから現状の視察と、岬
町としても研究等を行い参考となる手がかりを得ること
が出来ました。

4月29日(火曜日 祝日) 好天に恵まれ 第
13回「つつじ祭り」があたご山にて開催され
ました。
ステージにおいては開会宣言に続き恒例
の「つつじ祭りの歌」から始まり、地域おこし
協力隊mossan と役場の職員の方が岬町
の特産品や観光スポットを紹介しながら息
の合ったコンビネーションで進行し大変好
評でした。また出店においてもキッチンカー、
マルシェがあたご山を埋め尽くし完売が続
出、早々と店を閉めることに。最後はお楽し
み抽選会で締めくくりました。なお当日は
1,500人を超える来場者でつつじ、ステージ、
食等を楽しみ大盛況でした。



岬町観光協会通信の発行について

２万人以上が訪れた『みさきの光宴２０２４』

道の駅周年事業商工会と共催で「餅つき」実施

令和６年１２月１日（日）～令和６年１２月１４日
（土）イルミネーション ベント「みさきの光宴」が。
行われました。今回も大阪光の饗宴にエント
リーし１４日間の開催ででしたが、徐々に認知
度が高まり、町内外からの多くの来場者に恵ま
れ、開催期間中での来場者数は過去の約２倍
にあたる２１，５００人となりました。
ボランティアの皆様による手作りの作品であり、
多くの観客の感動を得ました。

和歌山大学観光学部の学生さんと
の協働で、地元名産品の分析やメ
ニュー開発などに取組みながらイ
ベント企画を行っていきます。ブ
ルーベリーとジャンボニンニクに絞
り、マーケティングおよび商品企
画・デザインを検討していきます。

（一社）岬町観光協会が進めておりますさまざまな事業に関して岬町町民の
方々に広く周知を図る目的で、岬町観光協会通信を始めました。発行は年
２回を目標としております。皆様方のご愛読をお願い申し上げます。

（一般社団法人 岬町観光協会 会長 川端 修）

4月13日 道の駅みさき「夢灯台」オープン８周年
事業として岬町商工会と共催し岬町の特産品「古
代米」を使った「餅つき大会」を行いました。餅が
つき上がるころには引換券を求めて受付に行列
ができ、道の駅来店者先着300人に餅を振舞いま
した。また子供さんにも威勢の良い掛け声で餅つ
き体験をしてもらうなど大いに盛り上がりました。



 

シャンソンと演歌のしらべ 

 
 

Melodies of Chanson and Enka 
 

７月１９日（土）

 
 

川村 美都子   末平 ひでこ 

竹中 悠紀子 

山原 廣子 

２０２５年 
 

医療法人 誠人会 与田病院 

泉南郡岬町多奈川谷川１８４９－１１ 

問合せ先 📞📞０７２－４９５－０８０１ 地域連携室 

与田病院 認知症カフェ 

ひといきカフェ 
  第２回 

 
 

与田病院１F 待合ホール 

１４時１０分 開演 

 

 

 

出演  
 

音響 

 
中 弘文 

シャンソン 

 

演歌 

 

チャリティーコンサート 
 

ひといきカフェ 
ご利用料金︓１００円 

（ドリンク・菓子付き） 

 

 

（本事業は岬町認知症カフェ登録事業実施要網に基づく岬町認知症カフェ登録の決定を受けて実施する事業です。） 
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